
議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
傍聴手続きは簡単です。気軽にお越しください。
平成１７年第２回定例会は、次の予定で開催されます。
開会予定時刻は、いずれも午前１０時です。
　本　会　議　６月１５日・２８日・２９日
　常任委員会　６月１６日・１７日
なお、会議開会の予定時刻３０分前までに傍聴希望者が定員を超えた場合
は、抽選になりますので、あらかじめご了承ください。

この議会だよりは再生紙を使用しています。この議会だよりは再生紙を使用しています。

　
１
月

27
日
　
駅
前
等
再
開
発
特
別
委
員
会

　
２
月

18
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
協
議
会

21
日
　
総
務
常
任
委
員
協
議
会

　
　
第
１
回
定
例
会

　
　
（
２
月
23
日
か
ら
３
月
30
日
）

23
日
　
本
会
議
（
初
日
）

　
３
月

８
日
　
本
会
議
（
２
日
目
）

９
日
　
本
会
議
（
３
日
目
）

10
日
　
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
民
生
常
任
委
員
会

11
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
文
教
常
任
委
員
会

14
日
　
建
設
常
任
委
員
会

15
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
民
生
常
任
委
員
会

16
日
　
駅
前
等
再
開
発
特
別
委
員
会

25
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
協
議
会

30
日
　
本
会
議
（
最
終
日
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
４
月

６
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　平成17年度の市政運営の方針を決める第１回定例会は、

2月23日から3月30日までの36日間にわたり開かれまし

た。

　この定例会では、当初予算など市長から提出された48件

の議案を可決し、議員提出の意見書６件を可決しました。

　
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
と
す

る
８
会
計
の
当
初
予
算
に
つ
い
て

は
、
２
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
第

１
回
定
例
会
の
初
日
の
本
会
議

で
、
各
予
算
の
内
容
の
説
明
を
受

け
、
３
月
８
日
の
本
会
議
で
質
疑

の
後
、
委
員
会
の
所
管
に
し
た
が

い
、
総
務
・
建
設
・
文
教
・
民
生

の
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
、
駅
前
等
再
開
発
特
別
委
員

会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　
付
託
を
受
け
た
各
委
員
会
は
３

月
10
日
・
11
日
・
14
日
・
15
日
・

16
日
・
25
日
の
６
日
間
で
そ
れ
ぞ

れ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
３
月
30
日
に
開
催
さ

れ
た
本
会
議
で
、
各
委
員
長
か
ら

審
査
結
果
の
報
告
を
受
け
、
賛

成
、
反
対
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
の
討
論
の
後
、
採
決
を
行
い
、

い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　本会議の経過を記録した会議録、委員会の経過を記録した委員会記
録については、次の施設で閲覧できます。
市民図書館、鳥飼図書センター、各公民館、市民サービスコーナー
（千里丘・正雀・南摂津）、総合福祉会館、男女共同参画センター、市
役所の情報公開コーナー
　なお、平成１７年第１回定例会の会議録は５月３０日ごろから閲覧
できるようになる予定です。
　閲覧を希望される方は、それぞれの窓口で申し出てください。

　市議会のページでは、市議会のしくみや傍聴の手続き、過去の議会
だより、議決結果の一覧、議員名簿等がご覧になれるほか、会議録、
委員会記録の検索、閲覧もできますので、ぜひご利用ください。
　市議会のホームページのアドレスは
　　　　　　　　http://www2.city.settsu.osaka.jp/gikai/

本会議・委員会の記録の閲覧について

議会のホームページについて

３
月
30
日
の
本
会
議
で
、
次
の
６
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、
国
会

及
び
関
係
行
政
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。
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◆平成１７年度会計別予算の状況 ▲印は減少

○
発
達
障
害
児
（
者
）
に
対
す
る
支
援
促
進
を
求
め
る
意

　
見
書

○
学
校
・
児
童
の
総
合
的
な
安
全
体
制
強
化
の
た
め
の
財

　
政
措
置
を
求
め
る
意
見
書

○
人
権
救
済
機
関
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書

○
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
住
宅
再
建
支
援
制
度
の
確
立
を

　
求
め
る
意
見
書

○
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
被
害

　
に
関
す
る
意
見
書

○
北
朝
鮮
に
対
す
る
経
済
制
裁
発
動

　
等
に
関
す
る
意
見
書

○
年
始
及
び
暑
中
見
舞
い
等
の
時
候
の

　
挨
拶
状
は
出
さ
な
い
。

○
葬
祭
に
際
し
て
樒
、
香
典
、
供
花
、

　
供
物
、
弔
電
等
を
し
な
い
。

○
結
婚
、
入
学
等
慶
事
に
際
し
て
、
お

　
祝
い
、
祝
電
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
し

　
な
い
。

○
各
種
団
体
等
の
諸
行
事
に
際
し
て
、

　
お
祝
い
、
祝
電
、
寄
付
、
寸
志
、
広

　
告
等
を
し
な
い
。
会
費
の
額
が
明
記

　
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

○
中
元
及
び
歳
暮
等
の
贈
答
並
び
に
手

　
帳
、
カ
レ
ン
ダ
ー
類
の
配
布
は
行
わ

　
な
い
。

○
新
聞
等
の
名
刺
広
告
及
び
協
賛
広
告

　
は
行
わ
な
い
。

○
後
援
会
名
義
で
、
前
記
の
行
為
を
行

　
わ
な
い
。

本
市
議
会
で
は
、
次
の
事
項
を
申
し
合
わ
せ

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
の
申
し
合
わ
せ
事
項

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健 医 療

財 産 区 財 産

公 共 下 水 道 事 業

パートタイマー等退職金共済

介 護 保 険

一 般 会 計

水 道 事 業 会 計

特

別

会

計

当 初 予 算
対前年度
増 減 率

区　分
会 計 名

合 　 　 計

301億8,500万円　　

84億1,472万 2千円

49億6,967万 6千円

14億3,893万 3千円

60億2,723万円　　

3,944万 3千円

30億3,242万 3千円

33億8,638万円　　

574億9,380万 7千円

12.3％

4.5％

2.7％

0.5％

1.0％

3.6％

20.3％

6.8％

5.3％

▲

▲

▲

▲

平成１７年第１回定例会を開催

政

府

へ

の

意

見

書



せっつ  議会だより第１５４号 平成１７年４月１５日

３月８日・９日の本会議で７人の議員が会派
を代表して次の項目の代表質問を行いまし
た。

会派の構成 ○印は幹事長
議 会 で 決 ま っ た こ と

　第１回定例会で議決された案件は次のとおりです。
　議決の状況ごとに区分してお知らせします。

件　　　　　　　　　　名 議決結果

一
般
質
問
全
項
目

３
月
30
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問

の
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇国の三位一体改革、財政問題
◇戦後・被爆６０年と平和都市宣言
◇市長の市政に関わる現状認識
◇自治体業務の公・民の役割分担の基準
◇職員１００人削減と市民サービスの確保
◇指定管理者制度
◇人間基礎教育
◇旧市民プールの再開・跡地の活用
◇コミュニティバスの運行
◇災害時における消防団の役割と連携
◇職員の意識改革とやる気・元気・本気の浸透
◇南千里丘地区まちづくりと阪急連続立体交差
◇総合福祉会館の建て替えと代替施設の整備
◇行政評価システム
◇行財政改革、職員数適正化計画
◇危機管理室的な組織の設置
◇（仮称）防災支援条例の制定
◇職員手当の見直しと出資法人の改革
◇男女共同参画社会の実現
◇防災対策推進計画・地域防災計画改定、洪水ハ
　ザードマップの作成
◇携帯電話１１９番の直接受信
◇パブリックコメントの指針作成
◇人材育成基本方針の策定、職員採用計画
◇一般会計からの繰出金
◇（仮称）摂津市人権協会

◇教科書採択
◇（仮称）文化振興基本条例の制定
◇こどもの安全・安心の確保と都市宣言
◇学力向上に向けた取り組み、学力定着度調査
◇小学校の統廃合
◇総合学習の取り組み
◇行きたくてたまらない学校づくり
◇学校トイレ特殊清掃・改修及び耐震補強事業
◇（仮称）子どもの読書活動推進計画の策定
◇学童保育室

◇安威川ダムの建設中止

◇市営住宅の建て替え、維持管理
◇阪急正雀駅、JR千里丘駅のバリアフリー化
◇吹田操車場跡地利用、梅田貨物駅移転問題
◇正雀駅前周辺整備
◇十三高槻線延伸と岸辺駅前地区街づくり懇談会
◇大正川河川敷の活用
◇ＪＲ千里丘ガードの拡幅
◇大正川橋東詰め交差点の信号機設置
◇府道十三高槻線正雀工区の見通し
◇都市計画街路の計画の見直しと事業着手見通し
◇良好な住宅・住環境の整備

◇障害者福祉
◇大型店舗の出店対策と空き店舗の活用
◇介護保険制度の充実
◇焼却炉の更新
◇生活保護世帯の推移と自立指導
◇摂津保育所民営化のその後
◇（仮称）地域包括支援センターの設置
◇コミュニティソーシャルワーカー
◇第３期高齢者かがやきプランの策定
◇国民健康保険の運営
◇空き交番の活用、交番の新設
◇高齢者虐待防止ネットワーク
◇介護予防ふれあい事業（ふれあい配食サービス）
◇ブックスタート事業
◇健康づくりの取り組み
◇温暖化防止対策
◇街かどデイハウス
◇（仮称）ふれあい収集
◇乳幼児医療費助成制度
◇次世代育成支援行動計画
◇ごみの減量化対策
◇分別収集とリサイクル行政

総務関係

民生関係

建設関係

文教関係

全員賛成
○平成１７年度水道・財産区財産・パートタイマー等退　可　　決
　職金共済各会計予算
○平成１６年度一般（２件）・水道・国民健康保険・財　可　　決
　産区財産・介護保険各会計補正予算
○固定資産評価審査委員会委員の選任　　　　　　　　　同　　意
○市道路線認定・廃止　　　　　　　　　　　　　　　　可　　決
○損害賠償の額を定める件　　　　　　　　　　　　　　可　　決
○収入役の事務の兼掌に関する条例の制定　　　　　　　可　　決
○助役定数条例の廃止　　　　　　　　　　　　　　　　可　　決
○斎場条例・温水プール条例の制定　　　　　　　　　　可　　決
○青少年運動広場・体育館・テニスコート・スポーツ広　可　　決
　場条例の一部改正
○児童センター・女性センター・市民文化ホール・市民　可　　決
　ルーム条例の一部改正
○自動車・自転車駐車場条例の一部改正　　　　　　　　可　　決
○集会所条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　可　　決
○保健センター・休日応急診療所条例の一部改正　　　　可　　決
○墓地条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　可　　決
○葬儀会館条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　可　　決
○総合福祉会館条例の廃止　　　　　　　　　　　　　　可　　決
○市の休日を定める条例の一部改正　　　　　　　　　　可　　決
○一般職の職員の給与に関する条例の一部改正　　　　　可　　決
○重要な公の施設に関する条例の一部改正　　　　　　　可　　決
○ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部改正　可　　決
○廃棄物の減量、再生利用及び適正処理に関する条例の　可　　決
　一部改正
○国民健康保険条例の一部改正　　　　　　　　　　　　可　　決
○特別業務地区内における建築物の制限に関する条例の　可　　決
　一部改正
○火災予防条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　可　　決
○発達障害児（者）に対する支援促進を求める意見書な　可　　決
　ど５件の意見書
賛成多数
○平成１７年度一般・国民健康保険・老人保健医療・公　可　　決
　共下水道・介護保険各会計予算
○平成１６年度公共下水道事業特別会計補正予算　　　　可　　決
○幼稚園条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　可　　決
○人権救済機関の創設に関する意見書　　　　　　　　　可　　決

主
な
議
案
等
の
内
容
・
審
議
経
過

第
１
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
等
の
内
容
及
び
取

り
扱
い
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
本
市
情
報
の
発
信

○
本
市
人
口
の
推
移

　
議
会
は
、
２
月
23
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
玉
井
敬
尚
氏
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
引
き
続
き
同
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
玉
井
　
敬
尚
　
氏

　
住
所
＝
千
里
丘
東
４
丁
目

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委

員

選

任

に

同

意

総
合
福
祉
会
館
条
例
の

廃

止

を

可

決

　
総
合
福
祉
会
館
に
つ
い
て
は
、
昭
和

46
年
の
開
館
以
来
約
35
年
が
経
過
し
、

施
設
の
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

平
成
18
年
３
月
末
で
閉
館
す
る
た
め
、

本
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
代
替
施
設
と
し
て
、
旧
み
や

け
幼
稚
園
（
昭
和
園
２
番
）
を
改
修

し
、
「
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
」
と
い
う
名

称
で
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
利
用
で
き

る
予
定
で
す
。

　
本
件
は
、
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査

を
経
て
、
３
月
30
日
の
本
会
議
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
従
来
は
市

が
直
接
管
理
す
る
か
、
ま
た
は
公
共
的

団
体
及
び
市
が
出
資
し
て
い
る
法
人
に

の
み
管
理
を
委
託
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
市
の
文
化
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
、
保
健
福
祉
施
設
な
ど
の
市
民
利
用

の
た
め
設
置
し
て
い
る
施
設
に
つ
い

て
、
民
間
団
体
に
よ
る
管
理
運
営
も
可

能
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
施
設
を
効

率
的
に
管
理
運
営
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
条
例
改
正
等
で
指
定
管
理
者
制

度
へ
移
行
す
る
施
設
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
●
第
１
児
童
セ
ン
タ
ー
●
保
健
セ
ン
タ

　
ー
●
休
日
応
急
診
療
所
●
葬
儀
会

　
館
●
斎
場
●
自
動
車
駐
車
場
（
６
か

　
所
）
●
自
転
車
駐
車
場
（
７
か
所
）

　
●
市
民
文
化
ホ
ー
ル
●
市
民
ル
ー
ム

　
（
正
雀
、
フ
ォ
ル
テ
３
０
１
・
３
０

　
３
、
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
）
●
体
育
館

　
（
５
か
所
）
●
ス
ポ
ー
ツ
広
場
●
青

　
少
年
運
動
広
場
●
温
水
プ
ー
ル
●
テ

　
ニ
ス
コ
ー
ト
（
２
か
所
）

　
議
会
は
、
こ
の
指
定
管
理
者
制
度
に

関
す
る
条
例
制
定
や
一
部
改
正
14
件
に

つ
い
て
、
２
月
23
日
の
本
会
議
で
説
明

を
受
け
、
所
管
の
各
常
任
委
員
会
に
審

査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　
付
託
を
受
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会

で
審
査
が
行
わ
れ
、
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
３
月
30
日
の
本
会
議
で
各

常
任
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
の
報
告
を

受
け
、
採
決
を
行
い
、
可
決
し
ま
し

た
。

　
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
は
平
成
18

１４指
定
管
理
者
制
度
に
関
す
る

　

件

の

条

例

を

可

決

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

代 表 質 問
市政の内容を問う市政の内容を問う

（ 無 所 属 ）

公 明 党

市民ネットワーク
自 由 民 主 党
新 生 ク ラ ブ

日 本 共 産 党

民 主 市 民 連 合
民 主 党

中 野 賢 治中 野 賢 治中 野 賢 治中 野 賢 治中 野 賢 治

本保加津枝本保加津枝本保加津枝本保加津枝本保加津枝辻 　 勝 美辻 　 勝 美辻 　 勝 美辻 　 勝 美辻 　 勝 美
藤 浦 雅 彦藤 浦 雅 彦藤 浦 雅 彦藤 浦 雅 彦藤 浦 雅 彦古 谷 博 子古 谷 博 子古 谷 博 子古 谷 博 子古 谷 博 子
川 端 福 江川 端 福 江川 端 福 江川 端 福 江川 端 福 江

森 西 　 正森 西 　 正森 西 　 正森 西 　 正森 西 　 正

嶋野浩一朗嶋野浩一朗嶋野浩一朗嶋野浩一朗嶋野浩一朗

川 口 純 子川 口 純 子川 口 純 子川 口 純 子川 口 純 子
安 藤 　 薫安 藤 　 薫安 藤 　 薫安 藤 　 薫安 藤 　 薫山 本 靖 一山 本 靖 一山 本 靖 一山 本 靖 一山 本 靖 一

森 内 一 蔵森 内 一 蔵森 内 一 蔵森 内 一 蔵森 内 一 蔵
上 村 高 義上 村 高 義上 村 高 義上 村 高 義上 村 高 義山 本 善 信山 本 善 信山 本 善 信山 本 善 信山 本 善 信
大 澤 勝 哉大 澤 勝 哉大 澤 勝 哉大 澤 勝 哉大 澤 勝 哉渡 辺 慎 吾渡 辺 慎 吾渡 辺 慎 吾渡 辺 慎 吾渡 辺 慎 吾
木 村 勝 彦木 村 勝 彦木 村 勝 彦木 村 勝 彦木 村 勝 彦

柴 田 繁 勝柴 田 繁 勝柴 田 繁 勝柴 田 繁 勝柴 田 繁 勝
石 橋 徳 治石 橋 徳 治石 橋 徳 治石 橋 徳 治石 橋 徳 治原 田 　 平原 田 　 平原 田 　 平原 田 　 平原 田 　 平

野 口 　 博野 口 　 博野 口 　 博野 口 　 博野 口 　 博
山 下 信 行山 下 信 行山 下 信 行山 下 信 行山 下 信 行

三 好 義 治三 好 義 治三 好 義 治三 好 義 治三 好 義 治

○

○
○

○

○
○
○


